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中性ラジカル，アニオンの 3 種の z 電子エネルギーが等しく，共に熱力学的に安定である。中性ラジカル10 は酸化に
よりカチオンを，還元によりアニオンを容易に与え ， 1 0 を中心に考えれば酸化側と還元側の二つの段階が存在すること
になる。この種の化合物は 2 段階両性レドックス(酸化還元)系に属すると呼ばれる。このブェナレニルを一分子内
に複数個組み込めば，その分子は多段階両性レドックス系として振る舞うと期待される。この様な観点、から，私は化
合物 3 ， 4 を合成し，化合物 2 も含めその物性評価を行った。





きた。 2 ， 3 , 4 は酸化も還元も容易に起こり，発生させた化学種はいずれも非常に安定であった。特に 4 は同一分










し，各種の性質を調べた。中でも，トリベンゾデカサイクレンと命名された安定な中性ラジカルは， 1) 6 段階の酸化
還元挙動を示すこと， 2) HOMO-LUMO ギャップが0.78 eV と極めて小さいこと， 3) 電気的酸化還元反応によって
合計 7 種の異なる化学種を与えることを確認し， 4) さらに， 7 種全ての構造を電子スペクトル， NMR スペクトル，
ESR スペクトル，などによって確認し， 5) 分子軌道計算を併用して 7 種の化学種の特異性を解明した。本研究は，新
しい多段階両性レドックス系を分子設計・合成によって実際に開発し，その 7 種のレドックス状態の特異性を明らか
にしたものであり，基礎研究としての重要性のみならず，新しい物質開発のシーズをも提供した研究であり，博士(理
学)の学位論文として十分価値あるものと認める。
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